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［成果情報名］梅調味廃液を活用した出荷後ブロイラー敷料の臭気低減技術の普及 

 

［要約］ 

 平成２４年の成果情報で発表した「梅調味廃液を活用した出荷後ブロイラー敷料の臭気低減技

術」を一般ブロイラー農家に普及し、製造した堆肥は梅農家への一般販売を開始した。 

 

［キーワード］梅調味廃液、アンモニア、鶏糞、臭気 

［担当機関名］畜産試験場養鶏研究所     ［連絡先］0738-54-0144 

［専門分野］ 畜産              ［分類］ 普及 

 

［背景・ねらい］ 

 平成２４年度に当所では、梅調味廃液を活用した出荷後ブロイラー敷料の臭気低減技術を開発

し、試験成果情報として発表した。そこで、この技術を一般ブロイラー農家に普及するための、

フィールド試験を実施する。さらに、梅調味廃液を噴霧した良質鶏糞堆肥の製造及び梅農家への

利活用促進により、梅を核とした地域内資源循環型社会の構築を目指すこととした。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1. 梅調味廃液を活用した養鶏環境改善技術を一般ブロイラー農家へ普及し、平成２４年度の試

験結果と同様にアンモニアの揮散濃度の低減効果を確認した（図１）。 

2. 「養鶏環境改善を目的とした梅調味廃液利用ガイドライン」を作成したことにより、梅調味

廃液をガイドラインに従い使用する場合は産業廃棄物としての扱いをする必要がなくなり、

一般養鶏農家での利用が容易となった（図２）。 

3. 梅調味廃液噴霧鶏糞堆肥を「ふっかふか」として商品化し、県内農協での一般販売を開始（図

３）（表１）。 

4. 梅生産地であるみなべ町管内での梅加工場、販売農協、梅篤農家と養鶏農家の連携により、

地域内資源循環の輪ができた。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

・梅調味廃液を利用する場合は、使用量・使用方法等ガイドラインを遵守すること。 

・噴霧した梅調味廃液の漏出を防止するため、閉鎖可能な施設内で利用すること。 

［具体的データ］ 



図１：梅調味廃液噴霧鶏糞堆肥化時の

鶏糞からのアンモニア揮散濃度の推移 

図２：養鶏環境改善を目的とした

梅調味廃液利用ガイドライン 

図３：梅調味廃液噴霧鶏糞堆肥

「ふっかふか」 

表１：製造堆肥成分表  （現物中％） 

    

 

 

   

 

 

［その他］ 

 研究課題名：梅調味廃液・微生物資材を活用した養鶏環境改善技術の開発 

 予算区分： 農林水産業競争力アップ技術開発事業   研究期間：平成25～26年 

 研究担当者：小松 希  松井 望 

 発表論文等：梅調味廃液を活用した養鶏環境改善技術の開発 

      （口答発表、平成２６年和歌山県家畜保健衛生・畜産技術検討会） 
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揮散アンモニア濃度（揮散アンモニア濃度（揮散アンモニア濃度（揮散アンモニア濃度（ppm））））

 ふっかふか 

窒素全量（％） ３．０ 

りん酸全量（％） ２．４ 

加里全量（％） ２．２ 

炭素窒素比 １０ 


